
一
、
健
全
な
娯
楽
、
そ
し
て
三
、
修
養
。
修
養

(
人
格
形
成
)
を
挙
げ
る
あ
た
り
、
さ
す
が
同

志
社
の
卒
業
生
、
そ
れ
も
元
牧
師
(
岡
山
教
会

や
同
志
社
教
厶
E
 
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。

安
部
は
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
に
留
学

中
、
テ
ニ
ス
部
(
街
の
?
)
に
所
属
し
、
テ
ニ

ス
に
熱
中
し
た
。
さ
す
が
に
ア
メ
リ
カ
の
神
学

校
は
、
大
学
院
で
あ
る
の
に
、
ま
た
純
粋
な
り

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ツ
ジ
で
も
な
い
の

に
、

体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
を
軽
視
す
る
校
風
と
は

無
縁
の
よ
う
で
あ
る

安
部
は
、
早
稲
田
で
「
知
・
徳
・
体
を
一
身

に
具
現
化
し
た
人
問
像
を
追
及
し
て
止
ま
な
か

つ
た
」
と
評
価
さ
れ
る
。
ま
さ
に
り
べ
ラ
ル

ア
ー
ツ
の
権
化
で
あ
る
。
彼
の
信
念
は
、
「
知

識
は
学
問
か
ら
、
人
格
は
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
」
で

あ
っ
た
。
恩
師
の
新
島
を
終
生
、
敬
愛
し
て
止

ま
な
か
っ
た
安
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ツ
プ

の
酸
成
、
普
及
を
通
し
て
、
「
良
心
教
育
」
を

東
京
で
実
践
し
た
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い

紙
面
の
都
合
b
、
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
Π
分
の
力
を
卜
分
に
発
揮

し
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
た
生
徒
た
ち
が
い
た
こ

と
を
報
告
し
て
お
き
ま
す

生
き
て
い
た
。

そ
こ
で
は
、
多
く
の
学
生
は
運
動
部
に
所
属

し
、
平
日
は
午
後
四
時
半
か
ら
寮
(
全
寮
制
で

あ
る
)
の
夕
食
ま
で
、
士
曜
日
に
あ
る
対
抗
戦

の
練
習
に
励
む
。
日
曜
日
は
一
切
の
練
習
も
試

合
も
な
く
、
各
人
が
自
由
に
安
息
(
聖
日
)
を

{
寸
る
。
士
曜
休
業
は
、
日
本
で
も
キ
リ
ス
ト
教
学
校

が
先
鞭
を
つ
け
た
。
日
曜
が
聖
な
る
「
{
女
息
日
」

(
魂
の
旦
だ
か
ら
こ
そ
、
士
曜
休
み
が
必
要

な
の
で
あ
る
。
同
志
社
の
生
徒
(
寮
生
)
た
ち

は
、
士
曜
日
に
は
、
わ
ら
じ
履
き
で
比
叡
山
や

琵
琶
湖
に
繰
り
出
し
た
。
日
曜
は
教
会
や
聖
書

研
究
で
あ
る
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
な
ど
は
、
そ
の
上

な
お
、
平
日
に
体
育
授
業
を
導
入
し
た
わ
け
で

あ
るこ
う
し
て
見
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
同

志
社
(
神
学
校
を
含
め
て
)
が
、
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
の
分
野
で
、
安
部
の
よ
う
な
パ
イ
オ
ニ
ア

を
早
く
か
ら
世
に
送
り
出
す
の
も
、
十
分
な
根

拠
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
新
島
を
始
め
、
外
国
人
教
員
(
宣

教
師
)
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
実
際
に

受
け
て
、
士
日
の
過
こ
し
方
を
熟
知
、
体
得
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ー
ル
な

ど
で
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
自
ら
経
験
し
た
り
、

り
べ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
で
体
育
の
授
業
を
母

週
休
二
日
制
は
キ
リ
ス
ト
教
学
校
か
ら

と
こ
ろ
で
、
体
育
重
視
の
姿
勢
は
、
週
休
二

Π
制
に
繋
が
る
創
設
期
の
同
志
社
で
は
、
平

日
は
知
育
、
士
曜
は
体
育
、
そ
し
て
Π
曜
は
徳

育
、
と
い
う
棲
み
分
け
が
出
来
て
い
た
ア
ー

モ
ス
ト
で
は
、
戦
後
し
ば
ら
く
、
そ
の
伝
統
が

O
o
m
工
一
m
l
》
↓
0
で
一
o
m
 
1

国
で
受
け
た
り
し
た
か
ら
で
あ
る

よ
う
や
く
、
三
つ
揃
い

と
こ
ろ
で
、
体
育
重
視
の
校
風
は
、
同
志
社

徽
章
か
ら
も
窺
え
る
。
三
つ
の
三
角
形
を
組
み

合
わ
せ
た
マ
ー
ク
は
、
知
育
、
徳
育
体
育
の

象
徴
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
 
Y
M
C

A
の
徽
章
に
あ
る
三
つ
の
三
角
形
が
、
ス
ピ
リ

ツ
ト
、
マ
イ
ン
ド
、
バ
デ
ィ
ー
を
意
味
す
る
の

と
対
称
的
で
あ
る
。

同
志
社
は
幻
世
紀
の
初
頭
に
来
て
、
よ
う
や

く
三
つ
の
領
域
に
わ
た
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
言
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
盤
の
完
備
に
努
め

始
め
た
。
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
新
設
に
ょ

つ
て
、
こ
れ
ま
で
の
り
べ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育

で
一
番
欠
け
て
い
た
領
域
に
、
よ
う
や
く
鍬
が

本
格
的
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
が
、
遅

れ
に
遅
れ
、
開
発
そ
の
も
の
が
疑
問
視
さ
れ
た

時
、
学
園
当
局
が
、
教
職
員
か
ら
開
発
計
画
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
結
果
は
、

医
学
系
、
歯
学
系
、
体
育
系
、
社
会
福
祉
系
の

大
学
も
し
く
は
学
部
、
さ
ら
に
は
女
子
短
大
新

設
な
ど
が
候
補
に
上
っ
た
。

円
世
紀
の
開
校
時
は
別
に
し
て
、
京
田
辺
開

校
か
ら
数
え
て
さ
え
、
即
数
年
振
り
に
夢
の
一

部
が
よ
う
や
く
実
現
す
る
。

中
学
生
パ
ワ
1
全
開
素
晴
ら
し
い
成
果

同
志
社
小
学
牛
の
活
蹄
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す

英
語
科
高
円
宮
杯
全
日
木
中
学
杖
英
訊
介
論
大
会

芽
打
斧
下
大
会
芽
3
伯
ル
岫
瑞
貰

国
語
科

第
円
祠
示
都
市
小
ψ
綏
即
机
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
長
谷
川
愛
子

「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

京
都
府
私
立
学
校
県
M
館
恊
議
会
会
長
賞

飯
田
一
樹
、
池
本
肺
美
、
潟
山
詩
織
、
奥
井
萌

社
会
科

「
全
国
中
学
生
税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

同
税
庁
長
官
賞
奧
井
萌

約
卯
万
点
の
応
募
作
品
の
中
で
全
国
5
位
に
人
貸
。

本
杖
生
と
し
て
4
年
ぶ
り
5
回
同
の
受
賞
で
あ
る

中
学
校
教
諭
楳
田
英
二

〕
団
C
0
ヌ
エ
Z
戸
大
会

高
d
n
工
工
Z
武
大
賞
ぞ
ミ
§

舩
田
あ
す
か
、
田
巾
細
子
、
今
井
優
梨
香

北
川
住
奈
村
田
文

大
学
生
に
ま
じ
っ
て
の
受
賞
見
亨
で
し
た

京
都
私
学
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
フ
バ
ン
ド
コ
ン
テ

ス
ト
・
優
秀
賞

晋
ミ
冒
鼻
高
校
生
に
ま
じ
つ
て
の
受
質
で
し
た
。

陸
上
熊
技
部

水
谷
彩
乃
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
飢
 
m
 
第
1
位
舶
の
、
、
中
令

中
学
女
子
姻
 
m
で
、
 
4
月
に
m
Φ
.
ω
0
の
京

都
中
学
新
記
録
を
樹
立
。

吉
川
貴
啓
ジ
ユ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
陸
上
競
技
大
会

に
京
都
府
代
表
り
レ
ー
メ
ン
バ
ー
の
第
4

走
と
し
て
出
場
。
決
勝
で
は
7
位

凖
決
勝
で
心
ω
.
8
の
京
都
巾
学
新
記
録
を

樹
立
。

一
襟
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
女
f
総
合
 
2
位

そ
の
他
多
数
の
表
彰
を
受
け
る

剣
道
部

京
都
市
中
学
校
選
下
椛
総
合
大
会

団
体
男
子
優
勝
女
f
 
3
位

個
人
 
3
位
横
手
滉
大

京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子
団
体
 
3
位

京
都
市
中
学
校
秋
季
新
人
剣
遡
大
会

岡
体
男
子
優
勝
女
十
 
2
位

美
術
部

^
門
河
^
^
^
」
、
^
^
"
,
^
捌
^
^
田
了
^
P
↓
^
^
^

戈
術
上
芸
研
究
会
賞

軽
音
楽
部

第
町
同
近
畿
地
恢
商
校
・
小
学
校
怪
帝
楽
系
ク
ラ
ブ

コ
ン
テ
ス
ト
「
名
g
え
仂
え
ミ
ミ
N
呂
ご

^
^
L
^
一
而
^
^
^
ヰ
田
.
^
^
郵
1
・
一
^
凹
^
^

Ⅲ
中
絢
子
、
山
岡
麻
衣
香
、
今
井
優
梨
香

四
村
沙
綴
北
1
」
糸
小
"
文

令
山
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
「
↓
汀
一
m
[
ミ
三
一
0
刃
?
0
一
三
5
三

フ
リ
ー
の
部
優
勝
安
田
俊

一
年
の
部
優
勝
北
田
海
人

テ
ニ
ス
部
男
子

夏
季
市
内
大
会

団
体
戦
優
勝

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス

ベ
ス
ト
4
 
松
井
悠
太
・
田
野
靖
尚

夏
季
府
下
大
会

団
体
犠
準
優
勝

テ
ニ
ス
部
女
子

夏
季
市
内
大
会

団
体
戦
準
優
勝

ラ
グ
ビ
ー
部

京
都
府
中
学
校
総
合
体
育
大
会
 
3
位

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

亰
都
市
中
学
校
選
手
権
総
合
体
育
大
会

女
十
ダ
ブ
ル
ス

ベ
ス
ト
4
 
明
石
悠
佳
寺
島
尚
香

秋
季
新
人
大
会

ベ
ス
ト
4

女
子
団
体
戦

京
都
府
私
立
中
学
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

準
優
勝

女
イ
団
体
戦

野
球
部
京
都
府
私
立
中
学
一
零
学
校
総
合
体
育
大
会

軟
式
野
球
の
部
 
3
位

卓
球
部
京
都
府
私
立
史
需
等
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
団
体
鞁

3
位
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奈
良
県
立
医
科
大
学
と
の

学
術
交
流
に
関
す
る

包
括
協
定
締
結
後
の
活
動
に
つ
い
て

2
0
0
7
年
6
月
紛
日
に
女
子
大
学
は
、

奈
良
県
立
医
科
大
学
と
学
術
交
流
に
関
す
る

包
括
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
両

大
学
の
教
育
・
研
究
活
動
全
般
に
わ
た
る
交

流
お
よ
ぴ
連
携
を
推
進
し
、
相
亙
の
教
育

研
究
の
一
層
の
進
展
と
地
域
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
協
定

締
結
後
、
奈
良
県
立
医
科
大
学
・
同
志
社
女

子
大
学
連
携
協
議
会
を
発
足
さ
せ
両
大
学

か
ら
各
5
人
の
委
員
を
選
出
し
、
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た

結
果
 
2
0
0
7
年
度
の
連
携
事
業
と
し
て

以
下
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

(
1
)
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
お

け
る
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
第
1

回
は
Ⅱ
打
詑
日
に
「
錦
秋
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。
女
子
大
学
音
楽
学
科

演
奏
専
攻
管
弦
打
楽
器
コ
ー
ス
(
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
)
の
3
年
次
生
二
枝
祥
子
さ
ん
、
辻
衣

里
子
さ
ん
が
演
奏
す
る
音
色
に
、
入
院
患
者

の
方
々
を
中
心
と
し
た
1
3
0
人
の
聴
衆
が

聴
き
入
っ
た
。
第
2
回
は
n
月
即
日
に
「
木

管
五
重
奏
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
。
女
子
大
学
音
楽
学
科
演
奏
専
攻
管
弦
打

楽
器
コ
ー
ス
4
年
次
生
西
川
智
子
さ
ん
(
フ

ル
ー
ト
)
、
石
橋
尚
子
さ
ん
(
オ
ー
ボ
エ
)
、

伊
藤
実
紗
さ
ん
(
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
)
、
小
濱

亜
紀
子
さ
ん
(
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
)
、
小
坂
智
美

さ
ん
(
ホ
ル
ン
)
の
5
人
が
美
し
い
音
色
を

奏
で
、
 
2
0
0
人
を
超
え
る
聴
衆
を
魅
了
し

た
。(
2
)
女
子
大
学
E
V
E
 
(
Ⅱ
月
器
日
)
を

奈
良
県
立
医
科
大
学
学
生
、
教
職
員
が
見
学

し
た
(
3
)
 
n
月
8
日
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン

ス
頌
啓
館
ホ
ー
ル
に
て
両
大
学
の
教
職

叉ノ員
、
学
生
お
よ
び
一
般
を
対
象
と
し
た
第
1

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
チ
ー
ム
医
療
の
あ
り
方

を
考
え
る
1
栄
養
療
法
と
院
内
感
染
対
策
を

中
心
に
1
」
を
開
催
し
た
。
約
3
2
0
人
参

加
の
も
と
、
ま
ず
奈
良
県
立
医
科
大
学
の
吉

岡
章
教
授
が
「
い
ま
、
な
ぜ
チ
ー
ム
医
療
が

求
め
ら
れ
る
の
か
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

引
き
続
き
奈
良
県
立
医
科
大
学
か
ら

、

、

松
村
雅
彦
講
師
(
総
合
医
療
学
)
、
同
附
属

病
院
看
護
部
か
ら
徳
谷
純
子
看
護
主
査
(
感

染
管
理
認
定
看
護
師
)
、
女
子
大
学
か
ら
は

生
活
科
学
部
食
物
栄
養
科
学
科
の
小
松
龍
史

教
授
薬
学
部
医
療
薬
学
科
の
松
元
加
奈
専

任
講
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
視
点
か
ら

発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
奈
良
県
立
医
科

大
学
の
吉
栖
正
典
教
授
と
女
子
大
学
の
森
田

邦
彦
教
授
の
司
会
に
ょ
り
総
合
討
論
が
行
わ

れ
た
。
総
合
討
論
で
は
フ
ロ
ア
か
ら
も
意
見

や
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
討
築

な
さ
れ
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
教
育
に
お
い

て
も
チ
ー
ム
医
療
に
つ
い
て
の
教
育
が
行
わ

れ
る
べ
き
」
と
の
提
言
が
さ
れ
た
。
今
後
も
、
教

ー
ー

育
・
研
究
面
に
お

1

け
る
さ
ら
な
る
連

携
に
つ
い
て
連
携

協
議
会
に
お
い
て

協
議
、
企
画
実

行
し
、
両
大
学
の

教
育
・
研
究
の
一

.
'
ー

層
の
進
展
と
地
域

■
畢
 
1

社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目

指
す
こ
と
と
し
て

呈

,

い
る
。

中
学
校
教
諭
管
弦
楽
部
顧
問
矢
淵
多
佳
子

『
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
ヨ
示
都
』

2
0
0
7
年
8
月
Ⅱ
日
(
士
)
同
志
社
礼

拝
堂
に
て
、
長
崎
の
活
水
中
学
高
等
学
校
コ

ー
ラ
ス
部
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
、
一
示
都
の
平

安
女
学
院
高
等
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
、
同
志
社

中
学
校
管
弦
楽
部
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
『
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
ヨ
京
都
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

ノ
イ
し

思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
数
力
月
、
長
崎
と
京
都
問
で
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
、
『
平
和
賛
歌
』
に
原
爆

詩
の
朗
読
を
加
え
、
中
学
校
国
語
科
の
教
員

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
活
水
高
等
学
校
コ
ー

ラ
ス
部
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
、
平
安
女
学
院

コ
ー
ラ
ス
部
、
そ
し
て
同
志
社
中
学
校
管
弦

楽
部
の
、
シ
ョ
イ
ン
ト
と
い
う
形
で
、
今
回
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
実
現
と
な
り
ま
し
た

前
日
の
平
安
女
学
院
で
の
練
習
当
日
は

記
録
的
な
酷
暑
の
中
、
朝
か
ら
の
チ
ャ
ペ
ル

で
の
り
ハ
ー
サ
ル
と
、
ま
ず
は
暑
さ
と
の
戦

い
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
詩
の
朗
読
を
交
え

た
『
平
和
賛
歌
』
の
合
唱
と
演
奏
は
、
原
爆

投
下
能
年
を
経
た
今
、
当
時
を
知
ら
な
い
私

た
ち
が
、
そ
の
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
悲

劇
を
実
感
し
、
平
和
を
願
う
思
い
を
抱
く
よ

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
演
奏
者
の
み
な
ら

ず
、
聴
衆
も
思
い
を
一
つ
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す

音
楽
は
世
界
共
通
の
こ
と
ぱ
。
時
を
越
え
、

場
所
を
問
わ
ず
、
人
と
人
と
が
心
を
通
わ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
長
崎
と
京
都
の
中
高
生
が
音
楽
を
通
し

て
平
和
を
考
え
る
時
を
持
つ
こ
と
で
、
過
去

の
過
ち
を
心
に
刻
み
、
平
和
を
実
現
す
る
人

と
し
て
成
長
し
て
い
く
一
歩
と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
か
つ
て
学
業
半
ぱ

で
戦
場
に
赴
く
学
生
を
送
り
出
す
場
と
も
な

つ
た
同
志
社
礼
拝
堂
が
、
永
遠
に
平
和
を
つ

む
ぎ
だ
す
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
。

2
0
0
7
年
3
月
、
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
の

研
修
会
で
、
長
崎
に
あ
る
活
水
高
等
学
校
を

訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
活
水
高
等

学
校
は
被
爆
校
舎
を
保
存
し
、
そ
の
建
物
の

最
上
階
を
チ
ャ
ペ
ル
と
し
て
礼
拝
を
守
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

持
つ
高
校
生
の
コ
ー
ラ
ス
部
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
部
、
指
導
さ
れ
る
先
生
方
と
出
会
い
ま
し

た
。
活
水
高
等
学
校
の
岩
永
崇
史
先
生
か
ら
、

同
校
の
瀬
尾
照
明
先
生
が
被
爆
釦
年
を
祈
念

し
て
作
曲
さ
れ
た
『
平
和
賛
歌
』
の
こ
と
、

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
演
奏
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ぜ
ひ
京
都
で
も
実
現
さ
せ
た
い
と
の

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
朝
日
新
聞
、
一
示
都

新
聞
の
取
材
も
あ
り
、
翌
日
の
紙
面
に
は
中

高
生
が
平
和
を
考
え
る
場
を
持
っ
た
と
、
写

真
と
と
も
に
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
同
志
社
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
同
志
社
礼

拝
堂
が
、
開
か
れ
た
形
で
さ
ま
ざ
ま
に
利
用

さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。0

0
仂
工
一
m
エ
ン
↓
0
で
一
o
m
 
1
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い
で
す
」
と
言
つ
た

按
手
'
ス
ト
ン

そ
の
3
年
後
(
1
8
7
4
年
)
、
新
島
は
帰

国
す
る
。
神
学
校
3
年
生
の
新
島
は
、
 
4
月
に

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
盲
薮
師
(
厳
密
に
は

準
宣
教
師
)
に
任
命
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
 
6
月
、

卒
業
直
前
に
牧
師
試
験
に
合
格
し
、
 
9
月
に
ボ

ス
ト
ン
の
マ
ウ
ン
ト
・
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
教
会
で
按

手
礼
を
受
け
、
正
規
の
牧
師
と
な
っ
た
。

円
月
、
い
よ
い
よ
ボ
ス
ト
ン
に
別
れ
を
告
げ

る
時
で
あ
る
。
養
父
の
家
は
、
高
級
住
宅
街

(
則
g
§
エ
ミ
)
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
徒
歩
2
、

3
分
の
所
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
ビ
ル

(
ハ
0
コ
伽
え
伽
登
0
コ
区
工
0
三
n
)
が
あ
る
。
当
時
の

理
事
会
議
長
は
、

ハ
ー
デ
ィ
ー
で
あ

「
養
子
」
(
い
わ
ば

息
子
)
と
し
て
日

本
に
送
り
返
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
た

マ
0
旧
ン
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
帰
る
に
際
し
て
、
養
ハ
X
か
ら
ミ
ド

ル

ネ
ー
ム
を
与
え
ら
れ
、
改
姓
(
〕
0
仂
g
ず

工
曾
e
Z
九
含
一
ヨ
巴
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

-
J1

請
ー
ラ
ツ
ト
ラ
ン
ド

な
お
ひ
と
つ
、
帰
国
前
に
新
島
が
通
過
し
な

け
れ
ぱ
い
け
な
い
儀
礼
が
、
残
っ
て
い
た
。
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
年
会
に
出
て
、
最
終
日
に

別
れ
の
挨
拶
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
肪
回
年
会
(
1
8
7
4
年
玲
月
)
の
会
場

は
、
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
の
元
州
都
ラ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
あ
る
グ
レ
イ
ス
教
会
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
こ
の
年
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
、

J
 
・
 
H
 
・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
夫
妻
 
A
 
・
 
H
 
・
ア

ダ
ム
ズ
夫
妻
、
そ
し
て
新
島
で
あ
っ
た
。

金
融
と
経
済
の
明
日
」
高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

女
子
高
校
1
年
人
見
陽
子
さ
ん
が
特
選
・
金
融
担
当
大
臣
賞
を
受
賞

.

イ
%
レ
ド
グ
ン

新
島
は
あ
り
き
た
り
の
挨
拶
に
代
え
て
、
献

金
依
頼
と
い
う
異
例
の
挙
に
出
た
。
「
日
本
に

キ
リ
ス
ト
教
学
校
を
」
と
い
う
、
声
涙
共
に
下

る
熱
烈
な
ア
ピ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
感
激
し
た
会

衆
の
中
か
ら
、
 
1
0
0
0
ド
ル
、
 
3
0
0
ド
ル
、

1
0
0
ド
ル
と
寄
付
予
約
が
続
い
た
。
最
低
額

の
献
金
は
、
「
貧
し
い
農
夫
と
寡
婦
」
の
そ
れ

ぞ
れ
が
差
し
出
し
た
2
ド
ル
で
あ
っ
た
。

後
日
の
募
金
と
合
わ
せ
て
、
総
額
は
5
0
0

の
ぱ

0
ド
ル
に
も
上
っ
た
。
新
島
は
こ
れ
を
「
同
志

社
の
核
」
と
し
て
、
こ
れ
よ
り
一
年
後
京
都

に
同
志
社
英
学
校
を
立
ち
上
げ
た
。

ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
「
同
志
社
の
誕
生
地
」
と

は
一
言
え
な
い
ま
で
も
、
小
ノ
な
く
と
も
「
受
胎
の

地
」
で
あ
る
。

リ

教
島

、
、

ー
ニ

「
金
融
と
経
済
の
明
日
」
第
5
回
高
校
生

論
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
同
志
社
女
子

高
校
1
年
生
入
見
陽
子
さ
ん
が
特
選
・
金

融
担
当
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内

に
事
務
局
を
置
く
金
融
広
報
中
央
委
員
会
が

主
催
す
る
も
の
で
す
。

受
賞
作
「
神
の
見
え
ざ
る
手
」
は
次
の
よ

う
に
始
ま
り
ま
す
。

「
数
年
前
の
夏
の
暑
い
口
に
見
た
あ
る
光

表
影
状

,
腎
"
凡
呈
暑
声
1
乢
一
昂

人
見
陽
子
岳

轟
ミ
空
言
玉
1

倉
1
、
1
多

武
乳
V
轟
"
芋
尋
●
兵
工
k
マ
、

'
引
゛
六
し
ユ
オ

景
が
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ず
に
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。つ
よ
い
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
て
陽
炎
が
ゆ

れ
て
い
る
通
り
の
向
こ
う
か
ら
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
速
度
で
自
転
車
が
ふ
ら
つ
き
な
が
ら

進
ん
で
く
る
。
と
い
っ
て
も
、
初
め
か
ら
そ

れ
が
自
転
車
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
何
か
の
金
属
の
小
さ
な
塊
が
ピ
ラ
ミ

ツ
ド
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
下
の

方
で
車
輪
が
回
っ
て
い
る
の
が
見
え
、
そ
れ

が
私
の
方
に
向
か
っ
て
、
近
づ
い
て
く
る
の

が
わ
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
」

徐
々
に
近
づ
い
て
く
る
自
転
車
。
そ
の
正

体
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。
そ
の
遭
遇
は
人
見

さ
ん
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か

詳
細
は
ぜ
ひ
主
催
者
ホ
ー
ム
ペ
ー
、
シ
「
知
る

ぼ
る
と
」
に
て
全
文
色
彊
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す

人
見
さ
ん
は
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ

と
を
心
が
け
た
そ
う
で
す
。
専
門
的
な
用
語

●
A
゛
凡
と
τ
閉
'
.
A
W

'
.
ス
,
渡
辺
毒
、

0
0
仂
王
仂
工
》
-
0
で
一
o
m
 
7

、
、

女
子
中
学
校
・
一
局
等
学
校
教
諭
酒
井
由

は
用
い
て
い
ま
せ
ん
。
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た

「
神
の
見
え
ざ
る
手
」
と
い
う
語
す
ら
小
論

文
の
後
半
に
ょ
う
や
く
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、

大
仰
な
表
現
や
早
急
な
断
定
も
あ
り
ま
せ

ん
。
情
理
の
流
れ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
丹
念

に
述
べ
結
ぴ
に
至
る
ま
で
無
理
な
く
説
得

的
に
論
を
運
ん
で
い
き
ま
す
。

冷
静
な
筆
致
で
す
が
、
そ
こ
に
は
温
か
い

ハ
ー
ト
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
一
読
す
れ
ぱ
ア

ダ
ム
ス
ミ
ス
ら
先
達
に
通
底
す
る
「
経
世
済

民
」
の
志
を
確
か
驫
じ
と
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
、
つ
0

な
お
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
同
校
か
ら

他
に
神
戸
千
晶
さ
ん
、
木
村
麻
里
さ
ん
、
玉

置
絢
可
さ
ん
、
三
輪
夏
希
さ
ん
の
4
人
が
佳

作
に
入
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
見
さ
ん
は
咋
年
に
国
税
庁
主
催

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
で
財
務
大

臣
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
回
と
あ
わ
せ
て

2
年
続
け
て
の
栄
誉
と
な
り
ま
し
た
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ウント・ヴァーノン教会(ボスト
新島はここで按手礼を受けた。

は

理
事
ユ=

淡
長
の

る
つ

ま
り

新
"コJ

ヴァーモント州ラットラ

献全アピールをした会場。




